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千代田区議会議長秋谷こうき様

<要旨>

近年、子ビもたちを取り巻く環境が大きく変化しております。小中学生の不登校児童生徒数は全国

て35万人を超え、過去最多となっています。

文部科学省はこうした状況を受け「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策(COCOLO

プラン)」を策定しました。このプランマ、は、子ビもが学びたい時に安,曽して学べる「多様な学びの

場や居場所」を全国の自治体に整備するよう求めています。東京都もこれに呼応し、区市町村や学

校・民間支援機関と連携した学びの場・居場所づくりを推進してぃます。

こうした流れを踏まえ、私たち保護者は、千代田区においても、子ビもたち一人ひとりの学びと心

に寄り添う r学びの多様化J を推進する教育拠点の設置を検討してぃただきたく、本陳情を提出い

たします。

<理由>

1.すべての子ビもの学びを支えるための多様な環境整備

千代田区内tも、不登校や学校生活への不安を抱える子ビもが年々増加しています。私たち保護者

の実感としても、学校に行けない日が続いたり、学びのぺースが合わず悩む家庭が少なくありませ

ん。背景には、家庭環境や発達特性、人間関係や心身の不調なビ、さまざまな要因があり、一律の

学校制度だけては十分に対応マ'きない状況があります。すべての子ビもが安心して学び、社会との

つながりを保ちながら成長していくためには、在籍校以外にも選択tきる多様な学びの場が必要て

す。
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一人ひとりの個性や興味を尊重した学びを通じて社会的自立を支援することを目的としてぃます。

東京都も之れに呼応し、不登校特例校やオンライン学習拠点の整備や各種調査なビを行い「学びの

多様化」を推進しています。

港区て、は令和7年度4月に「御成門学園御成門中学校分教室学びの多様化学校愉nα10 scho01」

を開設しました。少人数指導や個別学習により、苦手教科の克服や興味を広げるプログラム(プロ

グラミング・体験型理科学習なビ)を行い、安心して学べる環境を整えてぃます。また、世田谷区

ては令和8年度に、公立の「学びの多様化学校(不登校特例校)北沢学園中学校」の開校が予定さ

れています。年間授業時間の緩和や校庭・体育館を備えた本校型(独立校型)の施設構想が示され

ています。

こうした先行事例を踏まえ、千代田区においても、子ビもたちが自分に合ったぺースて、安心して学

べる r多様な学びの拠点、」を整備することを検討いただきたいと思います。

2.千代田区の特性を生かした「都心型教育モデル」の構築

千代田区は、大学や専門学校、文化施設や官公庁、企業なビ知的資源が豊かに集まる地域てす。

方て、児童数の増加による教室不足もあり、多様な教育二ーズに応えられていない側面が見受けら

れます。子ビもの個性や才能を伸ぱすプログラムや国際対応なビ、千代田区ならてはの教育が求め

られています。都心の特性を生かし、例えば次のような教育モデルを構想てきると考えます。

学力・発達・心の両面に対応する個別支援プログラム

デジタル・アート・探究なビ、多様な才能を伸ばすカリキュラム

帰国子女や外国籍児童への国際的な教育支援体制

子ビもや保護者、地域や大学、企業が協働し、「学び」「支援」「居場所」を一体的に整える都心型の

学び拠点として位置づけることて、不登校支援にとビまらず、すべての子ビもが自分らしく学び、

成長て、きる環境をつくることがtきます。之れは、千代田区が掲げる教育ビジョン「子ビもの健や

かな育ちをまち全体t支援し、一人ひとりの可E副生を最大限に伸ばす」という理念にも合致するも

のと思われます。

<結び>

千代田区においても r学びの多様化」を推進する拠点、をつくり、都と連携した「都心型モデル」を

構築することを強く要望いたします。幸い千代田区には旧永田町小学校のような未使用の既存校舎

があります。そういう校舎を改修して利用するなビ新築てあらたに作るより、時間も工費も環境に

も優しい方法もあります。子ビもたちが自分らしく学び、自ら未来を切り拓くことがてきるように

なる環境を、区と地域が協力して育んていけることを願います。


